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要　　旨

　「共同性」と 「地域性」を軸に議論さ れて き たコ ミ ュ ニ テ ィ において，生活の 質を向上させるべ く環境変化を試みる

コ ミ ュ ニ テ ィ 開発が各地で実践されて い る 。 こ の コ ミ ュ ニ テ ィ 開発と情報テ クノロ ジー
を結びつ ける戦略的実践 を コ

ミ ュ ニ テ ィ
・イン フ ォ マ テ ィ ッ クス （Community 　lnformatics：Cl）と 呼ぶ。資産べ 一ス の コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 手法 を

採 用 した CI実践 で は，　 GIS によ る空 間 情報 を 活用 した取 り組 み も 登場 してお り，資産 データを 地 図上 に可視 化 する こ

とで コ ミ ュ ニ テ ィの 統合 的 イメ
ー

ジ形成 に貢献 してい る。この ような 空間 情報 を戦 略 的 に活用す る こ とで，コ ミ ュ ニ テ ィ

の 「地域性」の 倉1」造を促進できると考える。当小論で は，人文地理学の空間論の 知見を 援用 しな が ら，OI実践にお ける

GIS を利用 した 「地域性」創造促進の 戦略モ デル の 構築を試み，同時に、　 L］口県萩市 にお ける 「萩 ま ち じゅ う博 物 館」

と HAGIS の事例研究を通 して ，　 GIS利用によ る 「地域 性」強化 につ いて 検証 を行 っ た。結論 と して，今 回提示 した モ

デ ルの 有用性の可能性が とて も高い こ とが明 らが にな っ たが，今後 の 課題 と して さ らな る量 的及 び質 的 調査 の蓄 積 が必

要 とな ろ う。

Abstract

Community 　definition　has　been　discussed　with 　the　fbllowing　two 　elements ：
“
communality

”
and

‘‘
locality

”．　Focusing 　on 　these

two 　elements ，　co 皿 munity 　development　practice　has　been　conducted 　in　many 　areas ．　Community 　development　is　a　practice　to

change 　cemmunity 　envirenment 　to　improve　quality　of 　life　of 　its　residents ．　When 　community 　development　meets 　infbnnation　and

communication 　technologies，　i跏 s　out 　to　be　Cornmunity　lnfomiatics（CI），　Some　CI　practiees　use 　spatial　data　with 　Geographical

Information　System（GIS）．　With　Asset−Based　Community　Development　approach ，　CI　pr（）ject　maps 　asset　data　on　GIS　map 　to　create

an 　integrated　image　of 　a 　cemmunity ，　ln血is　paper，
　a 　hypothetic　rnodel 　for　creation 　of 　strong 　local童取 with 　GIS 　tool　in血 e　Community

Informatics　practices　along 　with 　the　study 　in　human　geogtaphy　fielcl　is　constmcted ．　With 　the　strategic　model 　fer　a　creation 　of 　localiry，
its　usefUlness 　through　the　case 　study 　of 　the　Hagi　Whole−Town　Museum 　project　in　Hagi　city，　Yamaguchi　prefecture　is　examined ，　As　a

conclusion ，　there　is　a　high　possibility　in　effbctiveness 　ofd ユe 　model 　but　there 　will 　be　fUrther　research 　needed 　to　verify 　the　model 　with

more 　detai夏ed 　quantitative　and 　qualitative　researches ．

1，は じめに

　 コ ミ ュ ニ テ ィの 定義 は多義 的で あ り，多 くの 社 会学 者 に よ っ

て 定 義 づ け が な され て きた。94 の 文 献 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ

定義 を比 較分析 した ヒ ラ リ
ー

の 古典的研 究に お い て，見出 さ れ

た共通項は 「共同性」 と 「地 域性」で あっ た
匚1］

。 こ れ まで の

コ ミ ュ ニ テ ィ 議論 の 焦 点 は，主 に社 会 の 近代化
・
都市化に お い

て 変 質 して い く共 同性 の 問題 で あ っ た とい える
匚2］。しか しな

が ら，当小 論 にお い て は 「地 域性 」に焦 点 を当て た コ ミュ ニ テ ィ

形成論を展 開する 。 こ れ は，人文地 理 学 に お ける 空 間論の 知見

を援用 し，「地域 性」が 自明の もの と し て 立 ち現れ る の で は な

い とい う立場か ら，コ ミ ュ ニ テ ィ形成に お ける 「地域 性」の 創

造の 重要性 を意識 す るか らに他 な らな い 。

　当 小論 の 目的 は，コ ミ ュ ニ テ ィ に お ける 「地域 性」 の 創造 ・

発 展 ・維 持 な ど の 過 程 にお い て GISを は じめ とす る情 報 通 信

技 術 （lnformation　and 　Communication　Technologies：1〔皿 以 下

1（rr と記す）の 戦略的な導入 とそ の 可 能性を探 る こ とで ある 。

まず議 論の 基礎 となる コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ス と

コ ミ ュ ニ テ ィ開発 に つ い て 論 じ，社 会 空 間や場所性 の創 造 に つ

い て の 考 え方 や戦 略 的 ア プ ロ ーチ を探 る こ とで コ ミ ュ ニ テ ィ
・

イ ン フ ォ マ テ ィ ッ ク ス に お け る地 域 性 創造 の 戦 略 的モ デ ル の 構

築を試み る 。 そ して 事例 と して 萩 まち じゅ う博物館の 取 り組み ，

なか で も GIS を利用 し た HAGIS の プロ ジ ェ ク トにつ い て 考察

し，モ デ ル の 有効性に つ い て検討を試 み る こ とに し た い 。

2． コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ンフ ォマ テ ィ ッ クス と コ ミ ュ ニ テ ィ 開発

2．1　 コ ミ ュ ニ テ ィ 開発論

　 コ ミ ュ ニ テ ィ は 近代化
・
都市化の なか で 喪失され た何か を探

求 する こ とで もあ る
匚3］。多くの 都市住民が コ ミ ュ ニ テ ィ 形成

の ため の 実践 に取 り組 ん で い る。この よ うな コ ミ ュ ニ テ ィ 開発

行 動 を，ク リス テ ン ソ ン は次の ように 定義 して い る。「我々 は

コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 を次 の よ うに 定義 づ けする こ とに した ： 人

び との 集団が，コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て，彼 ら （住民 の ） 経済 的，
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社 会 的，文化 的，環境 的 な状 況 を変革する ため に．社会的活動

プ ロ セ ス を開始 す る よ う決定 に 達 す る こ と」 〔筆 者 訳 〕
ul 匚4］。

当小 論 で は，暫 定 的 に コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 を，「住 民 主導 で ，地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ におい て，生活 の 質 の 向 上 の た め に，住 民 を取

り巻 く状 況 を変 え る 取 り組 み の こ と 」 と 定義 づ けす る。

　 ク リス テ ン ソ ン は，1970年か ら 10年間 に渡 る 『コ ミ ュ ニ テ ィ

開発学会学会誌』 の 論文を分 析 した 中 で ，コ ミ ュ ニ テ ィ 開発

分 野 で 採用 さ れ て きた 主 な ア プ ロ
ー

チ は ，セ ル フ ヘ ル プ （Self−

Help），対抗 （Conflict），技術支援 （Technical　Assistance）に 分

類 さ れ る と指摘する
〔51

。 セ ル フ ヘ ル プ ・ア プ ロ
ー

チ は，住 民

自身が 協働 して 地域 社会の 状 況 を 改善す る 取 り組 み で あ り，自

助作 用 に よる コ ミ ュ ニ テ ィ の 改善 とい え る 古 典的 な 方法 論 で あ

る。対抗 ア プ ロ ーチ は，社会 活動家ア リ ンス キー
の 採用 した方

法 論で あ り，社 会 的公正 を求め て権 力 側へ の 対 抗運 動 を行っ て

い く もの で あ る。技 術 支援 ア プロ ー
チ は 地 域 計画 手 法 を含 む，

外 部の 専 門家 に よる コ ミ ュ ニ テ ィ形成 支援の 方法論で ある。

　 こ れ らの 方法 論 に 共通 す る の は，コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る
tt
欠

損
”

に注 目し，それ らを充填 す る とい う方 法 で あ る。こ れ らの

方 法論 の 多 くが，まず地 域 の ニ ーズ 評価 か ら始 め られ る。つ ま

り，コ ミ ュ ニ テ ィの 持つ ニ ーズ ≡不 足 ・欠 損 を羅列 す る と こ ろ

か ら作 業 が 始 まる の で あ る。この よ うな
‘
不 足

’
に 注 目す る ア

プロ
ー
チ へ 批判 を投げか け，コ ミュ ニ テ ィ が既 に

」’
保有

”
して

い る もの に注 目 した ア ブ ロ
ー

チ を構築 した の が ク レ ッ ツ マ ン と

マ ッ ク ナ イ トで あ る 。 彼 ら は成功 した コ ミュ ニ テ ィ 開発 実践 を

研 究 して い く な か で ，共通 す る ア プ ロ
ー

チ を発 見 した。そ れ は

コ ミ ュ ニ テ ィ が保 有 す る
“
es産

”
に 注 目す る ア プ ロ

ーチ で あ り，

コ ミ ュ ニ テ ィ
／t
資産

’
の 質的 向上お よ び 量 的拡 大 に よ る，コ ミ ュ

ニ テ ィ の 生 活 の 質の 向上 を 目指 す 方法 論で あ る。彼 らは こ の よ

うな地域 資産か ら取 り組 む方法をアセ ッ ト ・ベ ー
ス ド・コ ミ ュ

ニ テ ィ 開発 （Asset−Based　Community 　Development：ABCD ，以

下 ABCD と記 す〉と名づ け た
［6］。 こ の よ うな 考え方は ，フ ァ

ー

ガ ソ ン ほ か に よる 「コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 とは，近 隣ある い は 多近

隣地域 と して 定 義 され る コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て，そ の 住民 の 「生

活 の 質」 の 向上 を もた らす 資産構 築 （asset　building） の こ と で

あ る 」 〔筆 者訳 〕
〔7］

とい う定義 づ けや，グ リーン とヘ イ ン ズ に

よ る 「我 々 は 「コ ミ ュ ニ テ ィ 開発」を次の よ うに定義 した ：住

民 が 自身の
“
生 活の 質

’
の 向上 の た め に 潜在能力を 高め ら れ る

資 産構 築 （to　build　assets ）の た め に 計 画 さ れ た 努 力 ・取 り組

み の こ と」 〔筆者訳 〕
匚8］

とい う定 義 に も強 く反映 されて い る こ

と がわか る。

2，2　コ ミュ ニ テ ィ
・イン フォマテ ィ ッ クス とコ ミュ ニ テ ィ開発

　当論文 にお け る議論 の 焦点 は，コ ミ ュ ニ テ ィ
・
イ ン フ ォ マ

テ ィ ッ ク ス （Cemmunity 　lnformatics：CI，以 下 CI と 記 す ） に

お け る 「地 域 性」の 創造で ある 。 ガ
ー

ス テ イ ン は CI を以下 の

よ うに 定義づ け して い る。「コ ミ ュ ニ テ ィ
・イ ン フ ォ マ テ ィ ク

ス とは，地域 コ ミ ュ ニ テ ィ レベ ル に お け る 経 済的 ・社 会 的 開発

実践 と，出現 して きた 機 会 （電子 商取 引，コ ミュ ニ テ ィ ／市 民・

ネ ッ トワ
ークあ る い は テ レ セ ン ター，電子 民 主制や オ ン ライ ン

（市 民 ）参加，自助 ／ 仮想保健 コ ミ ュ ニ テ ィ ，ア ドボカ シ
ー，

文化的強化等） とを結 びつ ける テ ク ノ ロ ジー
戦略もし くは 学問

分 野 の こ と。」〔筆者訳 〕
匚91

要 約 す れ ば，CI は，コ ミ ュ ニ テ ィ

開発 と情 報 テ ク ノ ロ ジーとを結 びつ ける 戦 略や 実践，そ の 研究

を指 す こ とに な る。

　 CI実 践 に 含 まれ る米 国 の コ ミ ュ ニ テ ィ
・
テ ク ノ ロ ジ ー・セ

ン タ ー （Community 　Technology　Center，（TC ，以 下 〔TC と

記す ）の 全 国組 織 （コ℃Netが毎年 全 米大会 を開 催 して い るが，

こ こ 数 年 間 当 大会 へ 参加 した 筆 者 の 印象 で は ，（nc 活 動 の 多

くが コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 ア プ ロ ーチ と して ABCD ア プ ロ ーチ を

採 用 して い る 。 こ れ は 例 え ば，ボ ス トン 市 の 公 共住宅 地 で 行わ

れ た The　Camfield　Estate−MIT 　Community 　Connections　Project
Llo亅

や ，ロ サ ン ゼ ル ス 郡 で カ リ フ t ル ニ ア 大学 ロ サ ン ゼ ル ス 校

（UC 工A ） の 旧応 用政 策研究所 （現近 隣知識セ ン タ
ー
）に よっ

て 行 わ れ た Neighborhood　Knowledge　Los　Angeles （NKIA ）
［11］

な どに そ の 適用 が 見 ら れ る。

3 ．地 域性の 強化

3．1　 社会 空 間 につ い て

　社会 空 間は，単 に 物体 な どの 容 器 と して 存在す るの で は な く，

社 会 的過程 に よ っ て 作 られ る空 間 と して 存 在 して い る。現 代 の

空 聞 は芸 術 作品 と い っ た 「作品 」で は な く，反復可能な生産物

と な っ て い る と ル フ ェ
ー

ブ ル は 指摘す る 。 「つ まり空間は 反復

可 能 な もの と な り，反 復 的行 為 が もた らす 結 果 と な っ て い る 。

か く して 空 間 は ま ぎれ もな く生 産 さ れ る。」
［12］。

　ル フ ェ
ーブ ル の 空 間認 識 は，「空間 的実践 」 「空 間の 表 象」 「表

象の 空 間」 の 三 つ の 方法 概 念に よ っ て 提示 され る。「空間 的実

践 」 と は，社会 に 固有 な生 産 と再 生 産の 場 所 を創 出す る 実践 を

指 し，そ こ で は 現 実 の 諸 関係 が 反 映され る 。 「空間 の 表象」 と

は，空 間 に 関す る言説
・
記号 と関連する もの で あり，空間 を構

想 する知識 の 専 門 家 （都市計画 家 な ど）が 扱 う領 域 を指 す。「表

象の 空 間」 とは，映像や 象徴 を介 し て 直接 に 生 き られ る 経．験 の

空 間領域 で あ り，芸 術家 の 表 現空 間 で あ り，人 び とが生 活 を営

む空 間で あ る。こ れ ら三 次元 の 空 間 の 生産 が 互い に対抗 し矛 盾

しあい なが ら，実際 の 社会 空 間が 生 産 さ れ る とい う
匚13］

。

　
一

般 の 住民 の 立場か ら すれ ば，彼 ら の 生 きられ る 経験の なか

の 地 域空 間 こ そ 重 要な 領域 で あ り，住民 に とっ て の 「表象の 空

間 」 を どの ように 生 産 す る か と同時 に，「空 間 の 表 象 」 の 領 域

との せ め ぎ合 い を どの よ うに対 抗 して い くか が問題 とな っ て こ

よ う。 コ ミ ュ ニ テ ィ の 地域 性を強化する た め に は，住民 が 自ら

居住 す る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を，自らの 安住の 「場所」と し て 特

別 の 愛着を持つ こ とが大切 になっ て くる と考え られ る 。

3．2　「場所」をつ くる

　ある社会空間に 居住すれ ば，自動的に 「地域性」が 出現す る

訳 で はない 。住民 た ちは その 生 活空 間 を特 別 な意 味 を与 え た 「場

所 」にす るこ と が必 要 と な る。

3．2．1　 親密な経験

　人文地理 学者 トゥ ア ン は，「空 間 は，限定 され意 味 をあ た え
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ら れ て い くの に 合わ せ て ，場所 に変化 して い く」
［14］

と指摘す る 。

つ ま りある地 点の 「空 間」を 「場所」へ 転換する に は，特別 な

意味 を与 える こ とが 必 要で あ る。こ こ で の 意味付与に 強 く関わ

る の が，その 空 間に お ける 親密な経験 で ある。

　親 密 な経 験 の 舞 台 となっ た場 所 に 対 し て，人 は 強 い 感 情 を抱

くこ と に なる。親 は 子 供 に と っ て栄 養 と保 護 の 源泉 で あ り，安

定性 を も っ た避難 所 であ り，特 別 な 「場 所 」で あ る。自宅 も生

活の 安心 ・安定を もた らす 「場 所」 とな る 。 人 と 人 との 親密な

交流 を もた らす舞台 も特 別 な 「場所 」 と なる し，故郷 の 町 も親

密 な場所 で ある
匚15］

。
つ ま り，親密な経験をもち，強 く感情が

喚起 され る よ うな地 点は，当該本人 に よ っ て 特別な意味が 付与

され ，「場所」 に な る もの と考 え られ る。

　場所は，様 ざまな大 き さを もつ が，ホ
ーム ラ ン ド （母 国）は，

中規模 の大 きさを もつ 重要 な型の 場 所 で，ひ とつ の 民 族 や種 族

の 暮 ら しを成 立 させ る の に 十 分 な広 さ を も っ た地域 を指 す
匚16］。

ホ ーム ラ ン ドへ の 愛 着 は 人 間誰 しもに共 通 す る感情 で あ るが，

その 強 さは文化 や 時 代 に よ っ て異 な っ て くる。「そ の 結 びつ き

が しっ か りして い れ ばい る ほ ど，感情的 な絆も強 くな る の で あ

る 。

囮

」こ の よ うな 強 い 結 び つ きの 感情 を，コ ミ ュ ニ テ ィ 空

間に対 し抱 ける よ うに なれ ば，そ こ は 「地域性」の 強化され た

ホー
ム ラ ン ドと して 存在す る こ とが で きよ う。

3．2．2　概念 と して の コ ミ ュ ニ テ ィ

　人 び とが 日常 生 活 を営む なかで，直接 的 に親密 な経験 を もつ

空 間 的広が りはそ れ ほ ど広 域 に なる とは考 え られ ない 。トゥ ア

ン の 次 の 指摘 は，そ れ を端 的 に表 して い る。「あ る人が 住ん で

い る通 りは，その 入 の 親密 な経験 の
一

部 をな して い る。その よ

うな 通 りよ りもも っ と 大 きな単位 で あ る 地 区 は，一
つ の 概 念 で

あ る。人が 地元 の 通 りに 対 し て もっ て い る 感情 は，必 ず し も，

時 が たつ に つ れて ひ と りで に 地 区全体 に まで 広が っ て い くわ け

で は ない 。概 念 とい う もの は経験 に依 存 して い る が，しか し経

験 か ら結果 と して 必 然 的 に 出 て くる もの で はな い 。［ls］
」

　つ ま りコ ミ ュ ニ テ ィ 空 間全体 を 「場 所」に転 換 す るため に は，

概念 と して の コ ミ ュ ニ テ ィ を形成す る必 要が で て くる 。

3．3　空間の認知と統
一

的イメ
ージ

3．3．1　 空 間 の認知

　人 び とが 空間 を認 識 す る場 合，視覚的 要素が重要 な役 割 を果

た す 。 自らの コ ミ ュ ニ テ ィ の 景観 も重 要 で あ る し，また 記 号化

され た 地図 も空間認知に貢献する 。

　「よ り大 きな単位は ，精神の 知的活動 を通 して 可視性を獲得

す る。そ うして ，地 区全 体は
一

つ の 場所に な る。しか し，それ

は概 念 上 の 場所で あ っ て，情動は 関わ っ て い な い
。

匚19］
」 こ の

よ うに トゥ ア ン が指 摘す る とお り，直 接 的 に 地域 全 て を経験 で

きない 人 び と は，可視 化 された記 号 を拠 り所 に コ ミュ ニ テ ィの

概念 を構築す る。こ こ で 重要 と なる の が ，統
一

的 イ メ ージ と し

て 把握可能なコ ミ ュ ニ テ ィ
・
イメ

ー
ジ の あり方であ り，こ の よ

うな イ メ
ー

ジ の 構築が，コ ミ ュ ニ テ ィ を場 所化 す る 上 で 重要 と

な っ て くる。

3 ．3 ．2　 リン チの 『都市の イメ
ー

ジ』

　ある 広範な ス ケ
ー

ル を統
一

的な イ メ
ー

ジ で もっ て 把握する 上

で 示 唆的 な先行研 究 と して，都市の ラ ン ドス ケ
ープ の 重要性 に

つ い て 論 じた T丿ンチ の 古典 『都市 の イメ
ージ』が 挙げ られ る。

そ の 中で リ ン チ は，都市 環境 の わ か りや す さ （legibility）が 決

定 的 に 重要 で あ る こ と を主張 して い る
匚2°］。 リ ン チ は都 市 の イ

メ
ージ をエ レ メ ン トに分類 す る ため の 5つ の 形 態 の タイ プ を

発 見 して い る 。 こ れ らの エ レ メ ン トが パ ス ・道路 （path），目

印 （landmark），縁 （edge ＞，接 合 点 ・集 中点 （node ），そ して

地域 （district）で あ る
匚21］

。

一
見，複雑 な景観 を有す る都市も，

こ れ ら の エ レ メ ン トに よ っ て 単純化 さ れ た パ タ
ー

ン の イ メ
ージ

に よ り，把握 しや すくな る。こ こ で リ ン チ は，イ メ
ー

ジ ア ビ リ

テ イ （i皿 ageability ）とい う重要 な概念 を提示す る。「こ れ は物

体 にそ な わる特 質で あ っ て，こ れ があ るため にそ の 物体 が あ ら

ゆ る 観 察者 に 強烈 なイ メ
ージ を呼 びお こ させ る 可 能性 が高 くな

る，と い うもの で あ る。そ れは，あ ざや か なア イデ ン テ ィテ ィ

と強力 なス トラ クチ ャ
ーをそな えた非 常 に有益 な環 境 の イメ

ー

ジ をつ くる の に 役 立 つ ，色や 形 や 配置 な どで あ る。［n ］
」強 力 な

イ メージ をつ くる た め の イ メージ ア ビ リテ ィ も，エ レ メ ン トの

配 置な どに よ っ て 景観 を生成す る こ とが 可 能で ある とい うこ と

で あ ろ う。こ こ に イメ
ージ形成の ため の 戦略的取り組み の 重 要

性 が 出 て くる。

　こ れ らエ レメ ン トな ど記号化 された 空 間情報 を，そ の 空 間に

関わ る情報 と共に
一

つ の イ メ
ージ と して 可 視化する こ とが，近

年 の 1（T に よ っ て 可 能 とな っ て きた。

4．ICTによ る空 間情 報処理

4 ．1　 GIS と GPS

　空 間や 地 点 の 情報 を 取 り扱 う情 報 シ ス テ ム に は，GIS

（Geographical　lnformation　System ； 地 理 情報 シ ス テ ム ） や

GPS （Globa1　Positioning　System　l 全 地 球 測 位 シ ス テ ム ） な ど

が ある。GIS とは，「地理 的事象の 図形情報 （あ る い は地 図情報）

と属 性情報 を
一

元 的 に 管理 し，デ
ー

タ 入力，管 理，操 作，出力

と い う四 つ の 基 本機 能 を もつ コ ン ピュ
ータ ベ ース の 情 報 シ ス テ

ム で あ る 」
［23］と定義づ け さ れ る 。 そ して GISに よ る空 間分 析

に お け る基 本操 作 と して 挙げ られ る の が，属性検索，空 間検索，

デ
ー

タ 生成，デ
ー

タ の 可視 化 で あ る
［za］。空 間デ

ー
タ に は ラ ス

ターとベ ク トル の 2 種 類 の デ
ー

タモ デ ル が あ り，さ らに デ
ー

タ

モ デ ル にはス パ ゲ テ ィ
・モ デ ル と位相 構 造 モ デ ル とに 分類 され

る と い う
［25 ／，。 しか しこ こ で の 議論 は，どの ような デ

ー
タモ デ

ル を採用 して 具体 的 空 間分析 を議 論す るの で は な く，GIS で は

空間 実体を点フ ィ
ー

チ ャ，線 フ ィ
ーチ ャ ，面 フ ィ

ーチ ャ と して

扱うこ とを理解 し，デ ジ タ ル 地 図が 地物別 レ イ ヤ （画 層 ）に 分

け られ記録 され，各 レ イヤ をオ
ーバ ー

レ イ （重 ね 合わ せ ）操作

に よ り，複 数の 地図 を重 ね合 わせ た地 図を生 成 した り，また オ
ー

バ ーレイ分析 を行 っ た りで きる とい う点 を理 解す るこ とで あろ

う。

　つ ま り地 表上 に展 開可 能 な多種 の データを，属性情報 と位置

情報 とを
一

体 と して 管理 する と同時 に，複 数 の 地 図上 に展開
・
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重 ね合わせ を して デ
ー

タ の 可 視化が 可 能に な る 点で，大きな意

味 を持つ 。

42 　Clにお ける GIS利 用

　CIに お け る GIS 利 用 の 多 くは，コ ミ ュ ニ テ ィ 内の 各種 資 産

を データベ ース 化 し，デ ジ タ ル 地 図上 に 展 開 させ る 用途 で あ る。

収集 ・展 開 され るコ ミ ュ ニ テ ィ 資産 には，近 隣の 歴 史 を示 す よ

うな ラ ン ドマ
ー

ク な どの 情報収集や ，地 域住民 の 持つ ス キ ル を

展開 する もの，あ る い は どの よ うな 組織が 地域 内 に 存在する の

か をマ ッ ピ ン グ した りする。

　具 体 的 事 例 の
一

つ は，シ カ ゴ で 始 ま っ た Neighborhood

Early　Warning　System で あ り，こ れ は建 造 環境 の マ イナ ス デ
ー

タ を収 集 し，環境 が悪 化 す る 前 に 手 を打 と うとす る GIS シ ス

テ ム で あ る。また前 述 の ボ ス トン 市 The　Carnfield　Estateの 事

例 は，公 共住 宅 の 住民 情 報 （各人 の ス キ ル な ど） を中心 とす る

GIS 利用 で あ っ た。また ，2004年 に シ ア トル 市 イ ン ターナ シ ョ

ナ ル 地 区で 行わ れた 資産マ ッ ピ ン グ の プ ロ ジ ェ ク トは，地域の

歴 史に深 く関わ る建造物や ラ ン ドマ
ー

ク な どを調べ 上 げた もの

で あっ た。前述 の NKLA な ど で は，政府 の 統計デ
ー

タ を重 ね

合わ せ て 表示 した り，地 元 の 高校生 な どが 収集 し た 文化的資産

を地 図上 に 展開した りして い る 。

　こ れ ら の 実践 に 共通 して い る の は，多種 多様な 情報を反 映 さ

せ た抽象空 聞を可視化 させ る こ とで あり，こ の 点が 「地域 性」

を強化 す る上 で最 も重 要 となっ て こ よ う。

4 ．3　CI に お け る 空 間情報の 戦略的利用 ア プ ロ
ー

チ

　ABCD ア プ ロ
ー

チ に よ る CI の 中で ，　 Web −GIS の 戦略的利用

法は，コ ミ ュ ニ テ ィ 「資産」をデ
ー

タ ベ ー
ス 化 して，GIS 地図

上 に 可 視 化 させ る こ とで あ る。こ こ で の 「資産」 とは，グ リ
ー

ン とヘ イ ン ズ が分類 した 「人 的 （human ）⊥ 「社 会 （関係 ）的

（socia1 ）⊥ 「物理 的 （physica1）」，「財 政 的 （financial）⊥ 「（自然）

環境 的 （enVironmental ）」の 各種 「資本 」が 該 当 しよ う
匚26］
。グ T丿一

ン とヘ イ ンズ は，コ ミ ュ ニ テ ィ保有の 資産 は，価値創造の 源泉

とな る の で 「資本」の 言葉を 当て は め て 使用 して い る。 さ ら

に 筆者は 「知識 （  owledge ）」 の カ テ ゴ リ
ーを追加 す る 必 要

性を提示 した い 。こ こ で の 「知識」 とは，地域 住民 に よ っ て 共

有 され る様 ざ まなノ ウハ ウ，共 通 の 思 い 出，歴 史，記 録 を も含

む概 念 と して 提 示 して い る。つ ま り住民 の 共 有す る 「親密 な経

験 」 も知識 資 本 と して 扱 わ れ る こ とに な る。

　CI実 践 に お け る GIS利 用 は，空 間情報 と属 性情報や，さ ら

に 多様 な情報 を統
一

的に 処理 す る こ とを可 能に する と同時に，

地 図上 に コ ミ ュ ニ テ ィ 空 間の イ メ
ージ を可視 化す る こ とを可能

に する 。 有形
・
無形の 資産 を表示で きる と い うこ と は，住 民 間

で 共有する 「経験」 や 「知 識」 まで も可視 化 で きる とい うこ と

で あ る。こ の こ とは，Web −GIS な どの 空間情 報処 理 を可 能 にす

る ツ
ー

ル を戦略的 に活用す るこ と で ，住 民 聞 にお ける 概念 と し

て の コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 や コ ミ ュ ニ テ ィ空 間 へ の 特別 な意味付

与 を強力 に 促 進 させ，コ ミ ュ ニ テ ィ の 「地 域 性 」の 創造 お よ び

強化 を可 能 に して い くもの と 考え ら れ る。

5 ．事例研究 ：萩まちじゅ う博物館 と HAGIS

　 まち づ く りに GIS を応 用 して い る 事 例 と して ，山ロ 県 萩 市

で 取 り組 まれ て い る 「萩 まち じゅ う博 物館 」 の 実 践 を取 り上 げ

る
cz）。

　山 口 県北 部 に 位置 す る 萩 市 は，江戸 時代 に 毛 利 家の 城下 町 と

して発 展 した 都 市 で，典 型 的 な江戸 時代の 城 下町 の 風情を現代

に も残 し て い る 。 平成 16年 3 月 6 日 に 1市 2 町 4 村 が合併 し，

新 「萩市」に な り．現在 は 人 口 約 6万 人 を有 す る都 市 とな っ て

い る。

5，1 萩 まち じゅ う博物 館構 想

　江戸 時代 の 街並 み を今 も残 し，多 くの 自然 や歴 史 的建造 物 な

ど を残 す萩 市 で は，こ れ らの 「遺産」 の 保 存 と有効活用 を 目指

し，「まち じゅ う博 物館 」 （以 下 「ま ち博」〉 とい う構想 を平成

15 年 10月 に打 ち出 し た 。 あ るパ ン フ レ ッ トで は ，萩 まち じ ゅ

う博物館を以 下の よ うに 説明 して い る。

「萩に は た くさ ん の 文化 財 を は じめ，「まち じゅ う」 に 豊 か

な文化や 歴 史，自然の 「お たか ら＝都市遺 産 」が あ ります。

それ らの お たか らを，現地 で あ りの ままに展 示 ・保存 され

て い る 資料 と考 える と，萩 の ま ちは，まる で 屋根 の ない 広

い 博物 館 ＝「ま ち じゅ う博物 館 」と み なす こ とが で き ます。

「萩 まち じゅ う博物 館 」 は，萩 に住 む人 々 が萩の 魅力を再

発 見 す る と と も に，萩 の ま ち の お た か らを 守 り育 て なが ら，

誇 りを もっ て 次世代 に伝 えて い こ う とい うまちづ くりの 取

り組み で す。」

　　　　　　　　（「萩 まち じゅ う博 物館　手引 書』 よ り）

　こ の よ うな考 え方 の ベ ース にあ るの が，欧州 で 発展 した エ コ

ミ ュ
ー

ジ ア ム の 思想で あ る 。

5 ．1．1　 エ コ ミ ュ
ージア ム

　エ コ ミ ュ
ージ ア ム は，ジ ョ ル ジ ュ

・
ア ン リ ・リヴィ エ ール を

筆頭 とす る フ ラ ン ス の 第三 世代の 博物館運動 と して 提唱 された

もの で あ り，新 井 は リヴ ィ エ ール の 目的 を 次の よ うに 紹介 して

い る。「地域 社会の 人 々 の 生活 と，そ こ の 自然環境 社会環境

の 発達過程を史的に 探求 し，自然 文化，産業遺産等 を現地 に

お い て 保存 し，育成 し，展 示す る こ とを通 して 当該 地域社 会 の

発晨 に 寄与す る こ とを 目的 とする博物 館 で あ る。［27］
」そ して ，

こ の ようなエ コ ミ ュ
ージ ア ム の 成立 過程 に おい て 見 出 され た 運

営 上 の 根 幹 と な るの が以 下 の 4 点 で あ る
匚28］
。 （1＞テ リ ト リ

ー

概 念 の 確 立 。 都市 共 同体 自体を ミ ュ
ー

ジ ア ム の テ リ トリ
ー

に す

る とい う考え方。 〈2＞ア ンテ ナ施設の 概念。テ リ トリー内 の 多

様 な遺産 を，現地 で そ の ま ま保存
・
活用 する 方法が とられ，こ

の 「現 地 」を サ テ ラ イ ト とし，各サ テ ラ イ トを結 びつ け る施 設

をコ ア 施設 と呼んだ。また，サ テ ラ イ ト同士 を結 ぶ コ ース を「発

見の小 径 」 と呼 ん だ。＜3＞ 住民 参加の 考え方。 住民 が，早い 段

階か ら参 加 し，構 想，運営，活 動 に 関わ っ て い く。（4＞遺 産 の

概念 の 拡 大 。 自然，民 衆文化，産業遺産 と，その 概 念 が拡 張 し
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て い っ た 。

　 この よ うな 構想に 刺激 を受 けな が ら，九州大学西 山 徳明教授

と萩市民とで 築 き上 げて い っ た の が 「萩 まち じゅ う博物館」構

想で あ る。

5．1．2　萩 ま ち じ ゅ う博物 館

　 「萩 まち じゅ う博 物館 」 の 基本 的説 明 は前 述 した と お りで あ

る。 萩の 地域 に 散在す る文化 的，自然的，歴 史的 な有形／ 無形

の 遺 産 を あ りの ままの 状 態 で 保存 し活用 す る取 り組み は ，コ ア

／サ テ ラ イ ト／ トレ イル ・シス テ ム に よ っ て構成 される 。 こ こ

で の コ ア とは，「エ コ ミ ュ
ージ ア ム の 情報セ ン タ

ー
的な中心施

設」
［29］

を指 し，こ こ で は 萩博物館 が 該当 する。サ テ ラ イ トとは，

「現地 に展示 され て い る 本物の 遺産 また は遺産に まつ わ る博物

館 施 設 な ど」
匚3e］

を指 し，面 的 ま とま りを もつ 地 区や 点的 な施

設 を指 す こ と もあ る。トレ イ ル ・
シ ス テ ム とは，「サ テ ラ イ ト

はエ コ ミ ュ
ージ ア ム 全 体 を理 解 す るた め に設定され る 「発 見の

小 径 」 とい う名の 散策路 」
［31］

で あ り，サ テ ラ イ ト内や サ テ ラ

イ ト間 を結ぶ 経路 となる。

　 こ の よ うな 「ま ち博」は，萩市 と NPO 萩 まち じゅ う博 物館

の 協働 に よ り運営 され て い る 。 当 NPO には 10の 部 会 と 3 つ

の 班が構成 され て お り，住民の 積極的な参加に よ り，実際の 「ま

ち博」が 運 営さ れ て きた。サ テ ラ イ トの 整備 に は 「サ テ ラ イ ト

部会」が 中心 的役割 を担 っ て きた 。 サ テ ライ トは 主 と して 面 的

な地 区 が該 当 され，従来 の まちづ くりの 基本単位 となる よ うな

「地 区」 の 住 民 た ちが受 け皿 とな り実 際 の 整備 活動 を して い る。

た と えば，当構 想 の 契機 と もな っ た 浜崎 地 区は萩市 内 で 3 つ 目

の 「伝統的建造 物群 保 存地 区」 （伝 建 地 区）で あ るが，こ れ ら

の 保 存活 動 に積 極 的 に取 り組 ん で きた 住 民組織 が母 体 と な っ て

サ テ ラ イ トの 整 備 を 進 め て きた。

5．2　 HAGIS

　萩 市 内 に散 在 す る 文化 遺産 や ，そ れ ら を結 び着 け る トレ イ ル

な ど を把 握 しや す くす る仕 組 み と して 構 築 され た の が，Web

GIS に よ る HAGIS （HAGI 　Geographical　Information　System）

で ある。HAGIS は，文化遺 産 を デ ータ ベ ース へ 登 録 ・管 理 す

る シ ス テ ム で あり，収集 した 情報を地 図上 に展 開 し，遺 産 の 説

明や トレイ ル の 表示 な どの 情報発信機能を提供す る Web サ
ー

ビス で もあ る。ブ ラ ウザー
に依 存 せず，ク ラ イア ン ト側 に 追加

的 プ ラ グ イ ン な どを必 要 と しない シ ス テ ム 構築が な さ れ て お

り，ユ
ー

ザーフ レ ン ドリーなイ ン ター
フ ェ

ース が
一

つ の 特徴 と

な っ て い る 。

52 ，1　 シ ステム 構成 と費用

　総 務 省 の 平 成 14年 度 補 正 予 算 で 成 立 した 「地 域 情報化モ

デ ル 事 業 交付 金 （e ま ちづ く り交付 金 ）」 の 採 択 に よ り交 付 金

1500万 円 を 受 け，萩 まち じゅ う博 物 館 シ ス テ ム の 構築 を推進

した 。 地 図 上 に 情報 を展 開 させ る HAGIS も こ の シ ス テ ム の
一

環 と して 開発 され た もの で ある。開発 費用 は，直 接 的 なシ ス テ

ム 開 発 に 約 1500万 円，コ ン テ ン ツ 制作 に 約 800万 円 を 費や し

てい る。

　ハ
ードウ ェ ア と して は，サ

ーバ 2台，ク ラ イ ア ン トPC4 台，

デ
ー

タ 収集用 の タ ブ レ ッ ト PC　5 台 を新 た に 導入 さ れ た。ソ

フ トウ ェ ア構 成 は，OS に Windows 　2000　Serverを，　 DBMS に

オ ラ ク ル を採用 し，GIS 関連 は ESRI 社 の もの を採用 して い

る。具体 的 に は，イ ン タ
ーネ ッ ト閲覧 に は ArcIMS4 ．0，デ

ー
タ

管 理 編 集 に ArcView8．3，デ
ータ入 力 用 タ ブ レ ッ ト PC 側 に

は MapObjects2．2 をイ ン ス トール し，データベ ース サーバ ーに

ArcSDE8．3 を導入 して い る
c3｝

。

5．2．2　サービス 機能の概要

　HAGIS は，文化遺産 デ
ー

タ ベ
ー

ス に 登 録 され た 情報 を，

地 図 上 に 展 開 し て 表示 す る Web −GIS　es能 が 特 徴 的 で あ る 。

HAGIS の Web ペ ー
ジ に は ，「おすす め まち歩き」 と して 3 つ

の トレ イル
・
ル
ートを説明 して い る ほ か，「発見の 小径」（デ ィ

ス カ バ リ
ー・

ト レイ ル ），「観る 」（基本的な 観光情報），「知 る」

（萩市に 関する 情報〉，「学ぶ 」（萩の 歴 史を学ぶ情報 古地 図を

含 む），「遊 ぶ」（街 の お すすめス ポ ッ ト），そ して 「マ イマ ッ プ」（市

民 たちの 自作 マ ッ プ 〉 とい っ た メ ニ ュ
ーを用意 し て い る。なか

で も 「まち博 」 の 基本 シ ス テ ム 構 成 と な る トレ イル に は，現在

8 つ の モ デ ル コ ース が掲 載 されて い る。

　 HAGIS で は，　 Web −GISに よ る地 図の 上 に 文 化 遺 産 の 位 置 や

説明，お よ び トレ イ ル の コ ース を表 示 す る こ とで ，視 覚的 に萩

の 街 を捉 える こ と が可 能 とな っ て い る 。

　 また，住民自らが 文化遺産を発見 し保存，その 情報を登録 し

て い くの が ，「まち博」の 思 想で あ る。実際 に は，市民 が 文 化

遺 産の 価値が ある と認め たモ ノ を 「まち博」事務局に 推薦 し，

専 門家 に よる客観的評価 を経 た後 遺産と して登録する か否か

を決 定す る とい う
匚32］。そ し て こ れ ら の 文化遺 産 をデ

ー
タ ベ ー

ス へ 登 録 す る 際 に活 用 す る の が タ ブ レ ッ トPC で あ り，ユ ー

ザ
ー

フ レ ン ドリーな登録 画 面 を構 築 して，誰で もデータ入力 が

で きる よ う配慮 さ れ て い る。

6，考察

　「まち博 」や HAGIS はエ コ ミ ュ
ージ ア ム とい う構想 を基盤 に

始 め られ た プロ ジ ェ ク トで はあ る が，当 論文 で 提示 した 「ABCD

を採 用 した CIにお け る，　 GIS を応 用 した地 域 性創 造 の ため の

戦 略 的モ デ ル 」 と の 類似 点 がそ こ に は 見出せ る。こ こ で は 「地

域住民 主導の ま ちづ くり実践 」「都市 遺 産 と地 域 資産 」 「空 間情

報の 可視化」 とい う共通 項の 三 点に絞 っ て考察を試 み る。

6．1　 地元住 民 主導 の まち づ く り実践

　ABCD ア プ ロ ーチ を基 盤 とす る CI実 践 は，コ ミ ュ ニ テ ィ 開

発論で も論 じた よ うに，住民 主導の 取 り組み であ る。「まち博 」

も地 元住民主導の プ ロ ジ ェ ク トとい う点で 共通す る。

　「まち博」構想 に 大きく影響 を 与 え た の は 九 州 大学 西 山教授

で ある が，当構想に先立 ち，萩市浜崎地区の住民 と共に 開催 さ

れ た ワ
ー

ク シ ョ ッ プがあ る。こ れはエ コ ミ ュ
ー

ジ ア ム の 考え方

の 下，身 の 回 りの 「遺 産」 に 目を向 け る もの で あ っ た よ うだ。

そ もそ も江戸 時代 の 町家が多く残る 浜崎地 区で は ，住民が 「浜

崎 しっ ちょ る 会」を結成 し，歴 史 的 町並 み保全 や文化振興な ど
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の まちづ くりに 取 り組 んで きた経緯 が あ り，毎年 5月に は 「浜

崎伝 建 お た か ら博物館 」 と い うイベ ン トを開催 して い る。こ こ

で は 各家々 に代 々 受 け継 が れ て きた 「お 宝」 を自宅 を開放 して

展示 して い る。 つ ま り身近 で 価値 を見 出 した もの を 「お宝 」 と

して （つ ま り 「文化 遺産 」 と して ）保 全．活 用す る視 点が あ っ

た とい える。

　「まち博」構想当初か らサ テ ラ イ トと して 環 境 整備 が 進ん だ

伝建地 区 で もあ る堀 内や 平安 古に 続 き浜 崎 もサ テ ラ イ ト整 備 を

行 っ た。こ の ほ か に も，藍 場川 周 辺 の 地 区や 旧 松 本村で サ テ ラ

イ トの 整備が 行わ れ た 。 サ テ ラ イ トの 整備 とは，地域内の 「遺産」

の 発見．登 録 保全 な ど を行 うと 同時 に．「遺 産 」を 結 ぶ ト レ

イル の 整備 も関わ っ て くる。こ れ ら サ テ ラ イ トの 整備 は 住 民 主

導 で 行 わ れて お り，今後 もその 他 の 地区 で 手 を挙げ る住民が い

れば，随時 サ テ ラ イ トの 整備 を進 め て 行 く予 定 とな っ て い る。

6．2　「都 市遺産 」発 見 とア セ ッ ト・
マ ッ ピング

　ABCD ア プ ロ
ー

チ で は，コ ミ ュ ニ テ ィ 資産 を
’
棚 卸 し

”
す る

取 り組 み か ら始 まる。つ ま りコ ミ ュ ニ テ ィ 開発 に 資す る と 判 断

され た 有効 な 資源 を見 出 して 列挙 す るの で あ る。「ま ち博 」 で

も都市遺産 と して 見出され た 「遺産」を発見す る とこ ろ か ら活

動が 始 ま っ て い る。

　「まち博」構想 で は，文化遺産を現地 に ある まま保全 し，ま

ちづ くりや 観光資源 と して 役立 て る とい う考 え を採用 して い

る。こ こ で の 文 化 遺産 は，「空 間 遺 産」 と 「生 活 遺産 」 とに 分

類 され，さ らに 「空 間遺 産」は 「空 間要素 」 と 「景観要素」 に，

「生 活遺 産 」は 「有形 要素 」 と 「無形 要素 」 に細 分化 され る
：33：。

「空間遺産」は 不動産的性格の 遺産を指 し，「空間要素」とは 地

図上 で 確認 で きる よ うな 道路 や 地 割 り，水 路 の 流 れ と い っ た も

の を指 し，「景観要素」は 視覚的に確認で きる 空 間要素の な か

で も地域 景 観 と して 特 徴 を もつ 遺 産 を指 す。「生 活 遺産 」 は動

産的性 格 の もの を指 し，物 理的 に 記 録 され て い る もの や 実 際 に

使 用 され て きた貴 重 なモ ノ は 「有形 要素 」 と して 扱 わ れ，目に

見 えない コ トを 「無形要 素 」 と して 扱 っ て い る。

　 プ ロ ジ ェ ク トで は，これ ら各種 遺 産 を デ
ー

タベ
ー

ス 化す る と

同 時に，Web −GIS 地 図 上 に こ れ ら の 遺産情報 をマ ッ ピ ン グ し

て い る。こ の よ うな ア プ ロ ー
チ は，ABCD に お ける ア セ ッ ト・

マ ッ ピ ン グ の 考え方 に 共 通 して お り，身 近 な生 活 の なか で の

「価 値 あ る もの 」 を記 録 して い く考 え方 は 全 く同 じで あ る。こ

の ま まの シス テ ム ・プ ラ ッ トフ ォ
ーム を活用 して，「遺産」 と

い う視 点の み な らず，地域の 「資産」をデ
ー

タ ベ
ー

ス 化する 視

点が 導入 さ れ れ ば，そ れ は そ の ま ま ABCD と な ろ う。少 な く

と も，現在地域 や保有する 「資産」に 注 目する基本的考え方は，

ABCD に共通 して お り，広範な まちづ くりへ 発展 させ る 可能 性

を有 す る。

6．3　空 間情報の可視化 とコ ミュ ニ テ ィ
・イ メージの 構築支援

　「まち博 」 の HAGIS は，収 集 ・整理 された 「都市遺産」を地

図 上 に マ ッ ピ ン グ して ，萩の まちの イ メージ を 可視 化す る ツ
ー

ル と して 機 能 して い る 。 そ こ で は 歴 史的，文化的，商業的，自

然 景観的 な情報も盛 り込まれ て い る 。 今後 は 「生活遺産」情報

が 充実 して い くな らば，よ り生 活に 密着 した情報が位置 と結び

付 け られ た形 で ，住民 に とっ て の 「表 象 の 空間 」が 可視 化 され

よ う。こ の よ うに，地域 コ ミ ュ ニ テ ィの 資 産 （「ま ち博 」 で は

「遺産 」） を空 聞 的 に可視 化 す る こ とは，住 民 間 の コ ミ ュ ニ テ ィ

概 念 の 構 築 に 大 き く貢 献す る もの と期待 で きる。こ の 点 は，当

小 論 で の 地域 性創 造 の 仮 説 モ デル で 提示 した 「場 所性 」 の 形 成

の 過程，つ ま り概 念 と しての コ ミ ュ ニ テ ィ
・イメージ を形成 し，

これ に 特 別 の 意味 を付 与す る こ と で，コ ミ ュ ニ テ ィ が 「場 所性 」

を獲得 して い く とす る 過程，に お い て 重 要 な 役割 を果 た す と考

え ら れ る 。

　人 び と が 空 聞 に 愛着 を抱 く場 合，そ の 位置 を特定可 能 とす る

何 ら か の ラ ン ドマ
ー

ク が 重 要 となる。当然，萩市 の 場 合 は，歴

史的建 造 物 や 歴 史的場所が 日 常生 活 空 間 に 散 りば め られ て お

り，こ れ ら 「遺産 」が ラ ン ドマ
ー

ク と し て機 能す る機 会 が多い

こ とが 推 測 され る。また，サ テ ラ イ トに お け る空間 遺産 を デー

タベ ース に登 録 し，そ の 情 報 を Web−GIS上 に表 示 さ れ る とい

うこ と は，現 地 に 存在す る遺 産の 再 認 識行為で あ り，身近な環

境 の 再 評価 の 過程 で もあ る。こ の よ うな過程 の なか で，空 間遺

産 が ラ ン ドマ ーク と して再 び 意味付 与 が な され，新た な意味を

帯び て 住民 間に 共有され て い くこ とで ，遺産の ラ ン ドマ
ー

ク の

機能強化 が 施 さ れ て 行 く と考え ら れ る。

　 さ ら に，文化遺産の なか で も，前述の 「空間遺産」は，ま さ

に 地域 全体 の イ メ
ージ形成 の 要素に なっ て くる。特徴 的 な歴 史

的建造 物 な どは ラ ン ドマ
ー

ク と して 機 能 して お り，ま た地 図上

に 表 示 され る 地 割 りや 水 路 の 流 れ な ど は，縁 （edge ） や パ ス

（path ＞ と い っ た要 素 と して 認識 で き よ う。
つ ま り，遺 産 と し

て 登録 され る 情報が 地図 に 展開 され る と，リ ン チ が 指摘 し たエ

レ メ ン トと して 各遺 産が マ ッ ピン グ さ れ，そ こ に は パ タ
ーン 化

され イ メ
ージア ビ リ テ ィ を持 つ 統一的 イ メ ージ と して Web ・GIS

上 に 表示 され るこ とに なる。

　 こ の よ うに 地域 社会 を統
一

的認識 が 可能 なイメ
ー

ジ と して 可

視 化 す る Web −GISツ
ール は ，コ ミ ュ ニ テ ィ を 概 念 と して 形 成

し，そ こ へ 特 別 な愛着 を もっ た意味 付与 を可能 とす る で あ ろ う。

つ ま り，地 域 住民 が 自ら の コ ミ ュ ニ テ ィ を場 所へ 転換す る 行為

に お い て こ れ ら の ツ
ー

ル は 大い に 貢献す る こ とが 見込 まれ る。

こ の よ うに，WEB −GIS は，コ ミ ュ ニ テ ィ 空 間の 認 知 や イ メ
ー

ジ形 成 に 貢献 す る こ とが予 想 され，よ り戦 略的 な空 間編 成の た

め に 活用 す る こ とが 期待 で きる。

7．おわりに

　当 小 論で は，GIS で 可 視 化 さ れ た コ ミ ュ ニ テ ィ の 統一的 イ

メ
ージが 「場所性」の獲得お よび 「地域 性」強 化に 貢献 す る と

の 仮 説 を構築 し，Web −GIS を利 用 した まちづ く りプ ロ ジ ェ ク ト

の 「萩 まち じゅ う博 物館」 と そ の HAGIS シ ス テ ム を事例研究

と して 分 析 を 試 み た 試論 で あ る。

　今 回 の 議論 で は，「萩 まち じ ゅ う博物館」 の 取 り組 み や

HAGIS の サ
ービス が ，コ ミ ュ ニ テ ィ の 統一的 イ メ

ージ形 成 に

貢献 し，コ ミ ュ ニ テ ィ が 特 別 な意味付 与 が な された 「場 所 性 」

を獲得 して い ける 可 能性 が十 分 に あ る こ とが判 明 した とい えよ

う。た だ し 「まち博 」 や HAGIS は，歴 史 的 な意味合い を持つ
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一Electronic 　 Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Society

コ ミ ュ ニ テ ィ
・
イ ン フ ォ マ テ ィ ッ クス にお け る 場 所 性

”
の 創 出 と Web −GIS　 33

空 間 遺産 の 情報 収集 ・整理 は進 ん で い るが そ れは従来 か ら形

成 されて きたイメ
ージ，つ ま り歴 史 と現在 との 連 続性 を示 す「歴

史 的 な街 と して の 萩 」と して の 空間 イ メ
ージ形成 を実 際 に 支援 ・

強 化 して い る と考 え られ るが，そ れ を超 え る住民 に よ る地 域 の

再 発 見 とイ メ
ージの 再 創 造へ どれ程 貢 献 して い る か に つ い て

は，現 時 点 にお い て は不 明 で ある。実 施期 間が短 い こ とや，住

民 の rrリテ ラシ ーの 向上 な ど の 課 題 も残 る こ とか ら，こ こ で

の 仮説で の 効果 すなわ ち 「場所性」 を獲得 し，地域性が 創造・

強化 さ れ る とい っ た 点の 効果測 定は今後の 課 題 と し て残 され よ

う。GIS プ ロ ジ ェ ク トの 「地域性」強化へ の 直接的
・
間接的効

果 に 関する 調査研究 に つ い て も今後の 課題で ある。
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注

（1）原 文 で は フ レ
ーズ 毎 に 番 号 が付 され て い る が，文 章の 読 み や す

　 さ を考慮 して こ こ で は省略 した。

（2）事例 に つ い て は，平 成 18年 2 月 22 日 に萩博 物 館 内で 行 わ れ た

　萩市総合 政策部情報 政策課福 島課 長お よ び萩市 まち じゅ う博物 館

　推進 課中尾指導員 に対す る 聞 き取 り調査お よ びそ こ で 入手 した 資

　料等に基 づ い て い る。

（3）シ ス テ ム 構成 に 関す る詳細 につ い て は，上 記調査 以外 に，ESRI

　ジ ャ パ ン HP 　GIS 事例 　「高品質 な住 民サービス 」「萩ま ち じ ゅ う

　博 物 館 一HAGIS」 （山 口 県 萩 市 ）； http：〃 ww ．esrij．com ／solution ／

　05jyumin／index．shtm1 を参照 した。
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